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要旨

わたしたちは2010年に，名古屋大学東山キャンパスの敷地内にある鏡ヶ池で，アリゲーターガーらし

き魚が目撃されたとの情報を得た．この年の9月と10月に捕獲調査を実施したが，捕獲には至らなかった．

続いて2013年8月，2017年3月，2017年10月と捕獲調査を実施したが，いずれも捕獲には至らなかった．

2018年4月23日，名古屋城外堀でアリゲーターガーの捕獲に成功した時と同じ仕掛け（ジャグライン）

を鏡ヶ池内に17基設置したところ，アリゲーターガー 1個体を捕獲することに成功した．これらのこ

とから，ため池などの止水域においては，ジャグラインがガー科魚類を捕獲するために非常に有効な方

法であることが示された．アリゲーターガーのように，日本における捕獲方法が確立されていない新た

なタイプの外来種が確認された場合は，今回の事例のように，より効果的な方法を検討し，実行してい

く必要があるだろう．

はじめに

ア リ ゲ ー タ ー ガ ー Atractosteus spatula （Lacepède, 

1803） は，アメリカ南東部からメキシコ東部を原産とす

る外来の大型淡水魚である（自然環境研究センター，

2008）．

愛知県内でのガー科魚類の確認例は，名古屋市，北名

古屋市，岩倉市，尾張旭市，瀬戸市，豊田市，大府市，

碧南市，西尾市と広範囲に及ぶ（坂本，2010；谷口，

2012；地村，2012；野呂ほか，2018；谷口，私信）．

わたしたちはこれまで，名古屋城外堀や堀川，名古屋

大学東山キャンパスの鏡ヶ池でガー科魚類の生息を確認

し，捕獲を試みてきた（野呂．2010；宇地原，2014；野

呂，2018）．2017年5月には，原産国で使用されている

通称ジャグライン（Jug line）と呼ばれる仕掛けを用い，

名古屋城外堀において，全長138.7 cm，体重19.3 kgの

アリゲーターガーの捕獲に成功した（野呂ほか，2018）．

今回，2010年にはじめてガー科魚類が確認された名

古屋大学東山キャンパスの鏡ヶ池において，名古屋城外

堀で使用した仕掛けと同じジャグラインを使用し，アリ

ゲーターガーの捕獲を試みた．その結果，2018年4月23
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日にアリゲーターガーを1個体捕獲することに成功した

ので報告する．

経緯

2010年，著者の一人である野呂が，名古屋大学東山キャ

ンパスの敷地内にある鏡ヶ池にアリゲーターガーらしき

魚が生息しているとの情報を得た．

2010年6月，当時，野呂が授業を担当していた名古屋

コミュニケーションアート専門学校の学生が現場を訪れ

て確認したところ，1 m程あると思われるガー科魚類の

撮影に成功した（図1）．

その後，名古屋大学に生物調査の許可を得て，2010

年9月には生餌を付けた延縄を設置したが，アリゲーター

ガーの姿を確認することができたものの，捕獲するには

至らなかった．続いて同年10月にはコイの捕獲に用い

られる刺網を準備し，前回目撃のあった場所に設置した

が，捕獲には至らなかった．

2013年になって，原産国であるアメリカ合衆国では，

ジャグライン（Jug line）と呼ばれる仕掛けでアリゲー

ターガーを捕獲しているとの情報を得た．すぐにこれと

類似した仕掛けを作製し，同年8月，鏡ヶ池に設置した

が，捕獲には至らなかった（宇地原，2014）．捕獲に失

敗したのは，この時作製したジャグラインが，フロート

などの価格面から量産できるタイプではなく，設置数が

少なかったこと，また，短時間のうちに，カメ類によっ

て，生餌のコイを食べられてしまったことが原因である

と考えられた．

2015年から2017年にかけて，名古屋城のアリゲーター

ガーが度々マスコミに取り上げられたことにより騒ぎが

拡大し，それが，名古屋大学鏡ヶ池のアリゲーターガー

にも飛び火していくことは明らかであった．そのため，

名古屋城外堀だけではなく，名古屋大学の鏡ヶ池でも捕

獲を急ぐ必要に迫られた．

2017年3月には鏡ヶ池で事前調査を実施し，水深や池

底の状況を確認後，魚類が多く潜んでいると推測された

場所に刺網を設置したが，かかるのは大型のコイのみで

あった．同年10月には池内に刺網を設置し，水面をタ

モ網などで叩くことによって，潜んでいる場所からの追

い出しを試みた．その結果，植生が水面を覆っている場

所からアリゲーターガーが飛び出して刺網に掛った．し

かし，取り込みの段階で刺網から外れ，捕獲には失敗し

た．

前年の名古屋城外堀での捕獲調査では，冬眠明けで動

きが活発になる春期（5月）に，原産地で使われている

ものと同じタイプのジャグラインを使用し，アリゲー

ターガーの捕獲に成功した（野呂，2018）．そこで，名

古屋大学の鏡ヶ池においても，2018年春期（4月）から，

名古屋城で使用したものと同じジャグラインを準備して

捕獲調査に臨んだ．

調査地

名古屋大学東山キャンパスの鏡ヶ池（図2）は，名古

屋市千種区の都市域に位置している（図3）．面積は約

11,500㎡で，かつては農業用のため池であった（名古屋

大学広報室．2006）．しかし，現在は周辺がフェンスで

囲まれ，許可なく池内に入ることはできない．池内の水

図1．鏡ヶ池で確認されたアリゲーターガー（2010年6月4日）． 図2．鏡ヶ池の景観．
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は排水口から山崎川へと流出する．

これまでに生物調査はほとんど行われていないため，

生息する生物の詳細は分かっていない．わたしたちがこ

れまでに確認した生物は，アリゲーターガーの他に，メ

ダカ類Oryzias sp.，モツゴPseudorasbora parva，コイ

類Cyprinus sp.，スジエビPalaemon paucidens，モクズ

ガ ニ Eriocheir japonica， ニ ホ ン イ シ ガ メ Mauremys 

japonica，クサガメMauremys reevesii，ミシシッピアカ

ミミガメTrachemys scripta elegansであった．

名古屋大学の警備員の方によると，鏡ヶ池のフェンス

外からガー科魚類を見かけることがあり，コイ類を捕食

した瞬間を目撃したことがあるとのことであった．

捕獲方法

2018年4月23日の11時30分から12時にかけて，名古

屋大学の鏡ヶ池にジャグライン17基を設置した（図4）．

今回使用したジャグラインは，原産国で使われている

ものを参考に作製した．フロート部は発砲ポリエチレン

製（プールスティック）で大きさは直径6 cm，長さ

40 cm，中に直径1.8 cmの塩ビ管が通してある．塩ビ管

の先端には穴を開け，ナイロン製のミチイト（タフレッ

クス）を接続し，ハリスにはステンレスワイヤー（サイ

ズ：#36/7）を使用した．ハリはトリプルフック（サイ

ズ：2/0）を使用した．ミチイトとハリスを接続する部

分には，餌を沈めるために3号のオモリを装着した．ミ

チイトの長さは2 m，ハリスは0.5 ～ 1 mとした．実際

にタナを取る際は，ミチイトをジャグラインに巻きつけ

て長さを調節した．餌にはアジ（10～15 cm）の死餌を

使用した．ハリへの餌の付け方は，原産国で行われてい

る方法を参考に，ハリスを口から通し，トリプルフック

が餌魚の頭にかかるようにセットした．ジャグラインの

仕掛けの詳細については，野呂ほか（2018）を参考の事．

捕獲結果

2018年4月23日の12時25分頃，鏡ヶ池の北東部の流

入口付近に設置したジャグラインが急速に移動し，その

場で観察を続けたところ，アリゲーターガーが水面に頭

を出し，ジャグラインに掛っていることを確認した．す

ぐにボートに乗り込み，移動するジャグラインを追跡し

た．アリゲーターガーを捕捉後，ジャグラインの周りを

刺網で囲って逃げられないようにしてから，13時頃，

刺網と受け網でアリゲーターガーを取り込んだ（図5，

図6，図7）．ジャグラインの設置が完了してから30分か

ら1時間ほどでアリゲーターガーが掛り，その後30分ほ図4．ジャグラインの設置．

図3．鏡ヶ池の位置図．名古屋都市計画写真地図DVD-ROM Ver1.1より作成．
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どでアリゲーターガーを取り込んだ．ジャグラインの設

置を開始してから1時間30分という非常に短時間でアリ

ゲーターガーの捕獲に成功したことになる．

捕獲したアリゲーターガーは，なごや生物多様性セン

ターに移動後，大型の生簀に一時的に保管した（図8）．

エアーレーションを行い，飼育環境を整えたにもかかわ

らず，飲み込んだ針が食道の奥に達していたためか出血

がひどく，翌朝には死亡していた．なお，アリゲーター

ガーは，捕獲当日，外来生物法により，すでに「特定外

来生物」に指定されていたため，地方公共団体の職員が，

緊急に引取，処分するためとして，一時的な運搬および

保管を行った．

後日，名城大学の谷口義則准教授が解剖を行い，全長 

132 cm，体重14 kgのオスであることが確認された．胃

内容には，餌として使われたアジが認められたが，それ

以外の生物は見つからなかった．

最後に

前回の名古屋城外堀も含め，今回の鏡ヶ池のアリゲー

ターガーの捕獲によって，ジャグラインがガー科魚類を

捕獲するために非常に有効な方法であることが示され

た．ただし，この有効性は，ため池などの止水域に限ら

れるのかもしれない．河川といった流水域においては，

そもそもジャグラインが流されてしまうため，流水でも

流され難い新たな仕掛けを考案する必要があるだろう．

刺網について，アリゲーターガーが掛ることもあるが，

今回の事例をみると，1 mを超えるような大型のアリ

ゲーターガーの場合，コイ用の刺網では目合いが小さい

ため，胴まで掛らないことがあると考えられる．そのた

め，刺網に掛った事例では，刺網への掛りが浅く，逃げ

図5．ジャグラインに掛ったアリゲーターガーを刺網で囲う．

図7．陸に引き揚げたアリゲーターガー（2018年4月23日）．

図6．刺網と受け網を使ってアリゲーターガーを取り込む．

図8． 鏡ヶ池で捕獲したアリゲーターガー 

（性別：オス，全長：132 cm，体重：14 kg）．
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られている．ただし，小型のガー科魚類であれば胴まで

掛る可能性が高いので，網から外れることはないかもし

れない．いずれにしても，1 mを超えるような大型のア

リゲーターガーを捕獲するためには，アメリカ合衆国の

原産地で使用されている刺網の目合いを調べ，それと同

等のものを準備する必要があるだろう．

捕獲時期については，前回の名古屋城も含め，今回の

鏡ヶ池の例でも春期であった．冬眠明けは採餌量が増加

する可能性もあり，餌を使用したジャグラインに掛りや

すいのかもしれない．ジャグラインに使う餌については

生餌でなくてもよく，釣具店などで販売されている冷凍

の豆アジを使う事が可能である．

ここまで示してきたように，日本での捕獲方法が確立

されていないアリゲーターガーといった新たなタイプの

外来種については，環境や状況等によって，これからも

様々な捕獲方法を検討し，より効果的な方法を実行して

いく必要があるだろう．
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